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　　　　　　T6 ！くy6　 Entomological　 Soci巳tア

Notulae　Cinユicum　Japonicorum　〔II〕

江　　崎　　悌 　　三

（4） 昿 内地 宗言醵 の科 匕 ゲ ブ 肋 メ ム

州 恥 贓 i  に

就て 。

　 ヒ ゲプ トカ メ ム シ科 Phynlatidaeは 日本内地で は禾記録で ．從來 臺灣か ら

私が一種 ヒ ゲ ブ トカ メ ム シ Amblytlnyrettsσ 解 ‘5傭 VVF．Sptv。OD を記録 しナこ の

が 、 木郵版圖 内の 唯一
の記録で ある 。

＊
ここに御紹介 しよ うとす る もの は 、

瞰密な る意味で言 へ ば 日本内地ではない が、南樺太の産で 、 最近古川暗男氏

に よつ て探集 されて 、 その標本を同氏か ら拜借 しナニもので ある 。 元來 Phy−

matidae は ヵ メ ム シ の中では種類の少い科で 、 既知の種數は僅かに約百五 十
’

種に過ぎす 、 然 もその大部分は熱帶産の もの で あ る 。 從つ て この科の もの が

臺灣に發見され る の ば敢て奇 とするに當 らないが、内地の 各島を飛ば して 、

突然樺太 か ら發見 されt となる と、 聊か珍とせ ざ るを得 ない 。
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　この熱｛瞥性の Phymatidae の 中で 、 大部分は 新11野梍llち中、南 ア ノ リ ヵ に

産 し、ア フ リ カ 及濠 洲には一種 も産 しない 。 只
一
屬 Ffiy〃 tata 　LILTR肌 1・E の み

は 新、蠶兩北洲 に匳 し 、 比較的北 まで 分布 しτ ゐ る 。 歐洲に産する ものは 、

僅かに 二種、北 ア メ 1丿力 に産す る もの は六種あ る ， 歐洲産二種の 中　Pftl〃nata

lnonstr ，sa （F．“ RICLUS ）は僅 か に地中 海沿岸 に限 られ て ゐるのに 反 し、 他の 班ノ
・

・〃碗 傭 唖 畷 踊 ・・c ・u ・）は 分布遙か に 廣 く・イ k：
リ ス 及 ス カ ヂナ．ヴ

ィ ア を

除 く歐洲
一
帶、北は フ ィ ン ラ ン ドよ わ爾 は地中1係の 兩岸 、 ロ シ ア 、

コ ー カ サ

ス 及束 シ r“
’
リ ア まで産する。 從 つ て こ の 種が今囘南嘩太か ら發見 され た とす

れ QX 特に怪 しむに 値 しない わけで あ る 。 次に圈 と簡躍な記載 を御紹介する 。

　　　　　　　Plevmata　Cla ∬ 加 ∫ （FAB・R［Clus ），
1775

　　　　　　　　　　 ヒ メ ヒ ゲ ブ トカ メ ム シ （新稱）

　體は稍 々 扉 Fに して 、 細長 く、 前肢は膨大 し、前胸背及腹部の兩側諺葉状

に 突出 して 、一見頗る奇形を呈す 。 體長 9mm ・前胸 隔 3・3mm ・腹 部最大幅

5mm ，

　色彩 は大體に 於て黒褐色を呈観 體の 下面 は黄 謁色乃至褐色にて 、 稍 々 不

　　　　　　　　　　　　　 判 然なる不規則の模曦を 散在す。 複眼 は美 し

Fig・1・以 γμ
漉 crassipes

　　 （F｝lllRICIus）・

ヒ メ ヒ ゲ プ トカ メ ム シ

き褐色 。 觸 角 ． 口吻 、 單眼 、
1。 ra・buccula等

は黄褐色、肢は何為も褐色に て 、 爪 は黒色 。

頭の上面 、 前胸背 ． 小楯板 、 半翅鞘は黒褐色 。

腹部の 背面に て孚翅鞘の縁 と接 合板 （c 。 nmeXi −

Vum ） との 開に て露出せ る部分は黒褐色、接

合 板中 、 第 一 節及第二 、 第三節の 外方は黄白

色に して 、 黒褐の點斑 を散在す。 第三節の 大

部及第四節は黒褐色にて 、 第五 、 第六 と次第

に淡色 とな り、 美 しき褐色に變す。

　頭部は頭楯の先端にて二岐 に分れ、頭頂の ．

兩側は並行 して薩起 し、 單眼はその側縁に接

して存す 、 複限は側方に位置 し、扁 き牟球状
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に て 、 少 しく突 出す、觸 角は複眼の直 i撫 ；存 し、策
一
館太 く短か くして ．頭

楯の下に隱れ ．上 方よ Oは殆ん ど見え す・第 二節は第一卸の 凡そ一｛訓 切 長

さを有 し、遙に帛11！く、第三辭 よ第甼餅1より匹か に短 く、明 か 1二細 」 第邸 菅

は長大 に して 、 第
一

よ り第三の三 節を合せ たる もの よ り少 し く長 く、野球Jll

バ ツ ト形に 近く、先端に 於 て 細 まり、 細毛を密生す 。
口 吻は サ シ ガ メ科の 夫

れに似て 太 く且短小な り、 外邇三 鑓よりな り、 薄 葉状に突出せ る bucculaの

間に隱れ て 側方 よ りは見え す 、 先端は荊基節に達 せ す。 袖胸背は側方に發逮

し．その縁は 少 し く隆起す、前縁は 凹陥 しその兩 IIIllは鋭角をな して 、前方に

突出す 、中央 には後方 に向 つ て發散せ る 二條 の顯著な る隆起 あ り、 又 側方に

於 ては側縁と竝行 して 、 凹陷す 、 側縁は 後方に近 く内方に 向つ て彎曲 し後縁

と會する所に て、著 しき棘状の突起 をなす 、 後縁は中央部に於て 後方に突出　
n

す 。 小糖板は 小 さ く稱 々 等邊三角形に近 く、 側縁及正中線 に沿 ひて 少し く隆

起 す 。 孚翅鞘は よ く發逹 し、殆ん ど腹端に邏す 、爪牀部は 細 く、革質部 も細

長 く、

’
前縁（costal 　margin ）に於 て は 、 全長の 凡 そ五分の三 を占む．膜質部頗

る 大 き く、 殆ん ど透明 、 版 は顯皆な り。 前肢は異常に變 化 し、捕獲肢をなす 、

基篩は脚窩内に隠れて見 え す 、 轉篩頗る長 く發逑 し、腿 節は最 も彊大に して

著 しく太 し、 その 内側 下縁の 中央 よ り少 しく基部に近 く、 顯著な る棘を有 し、

脛 節の先端は屈折 して ．二 の棘 と共に捕握の 目的を達す 、 脛 節は先端に 向ひ

て孜第に細 く、先鏡 し、 鮒 節は 二節よりな り、 頗 る短小に して 、 第一節は頗

る短 く、第二節は長 く小 さき一
双の爪を有す 、 この 闘 節は脛節に比 して頗 る

小 さ く、 且脛節の 内側に 存す る溝の 内に隱れた るを以て見 る こと困難な り。

・中肢及後肢は略 々 同樣の構造を有
’
U ． 通常の歩行肢に して 、後肢の方 中肢 よ

り遙 かに長 し 、 趾節は何れ も二節に て ． 第一節は 第二 節 より著 し く短 く、 爪

・
は

一對にて 小さ し。 腹 部の 兩測は薄葉状に突 斟 し、 且 上方に彎曲す 。 第四腹

節に於て 望の幅最も廣 く、 その部分にて殆ん ど角をな して ．後方嬉向つ て 幅

を 減す。 腹部の下面に 於て 、正中線に沿ふ 部分は稍 々 龍骨状をなす 、 氣門は

顯 著に して 、各節の接 合腹板に近 く、その 内方 に存す 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 網

　今囘綵集された標本は昨 192S 年七月二十三 日 、古川睛男氏に よつ て 、 南樺
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’

大富内（ト ン ナ A ）に て發見 されナニー雌で 、 同氏所蔵 、 こ こ に 同驃木 よ り、囲

と記 我を作 つ ナニ次第で ある ・

　元來 この種には腹部の 幅に つ い て多 少¢ 變異があ
to

． 本標本の 如きも、私

の 有 す る歐洲壷の標本三頭 と比較す る と頗 る幅の廣い もの で、所謂 var ・Co −

。 ，、娘 F 、。R に屬す べ き もの で ある 。 こ の瞹 種 、は F … （
・
）に ようて南佛國か

ら記載 された もの で 、ス ペ イ ン ・イ 列 一か ら知 られ 、又 AUT … 及 REuTEIk（
e
｝

に ょ り束 シ ベ リ ァ Chabar。fka（Amur 地方、　GIULESER探集）か ら記 され て ゐ

る 。 然 しこれは特に腹測部 の發逹 しナこ個體に過ぎな い ので ．

「
蠻種 」を構成す

る程の もので もな く、H 八NDhl 艮 SCH 〔
：1
） は本科の モ ノ グ ラフ　Mon 。grophie　deじ

Phymatiden 中に 記 して 曰 く、 〔p．149〕

　 。 ．以 ．・繝 脚 i・t ・ i・ht ．・eh … ・i・b・L　Di ・ F 。・
’
1・・　 n ・it　 ・Va・k ・ t・　e ・weiterem 　Th °−

rax 　und 　eckigen 　Connexiven　IvtLL
’Cle　coarctata 　genannt； es 　sind 　jedoch　von 　die−．

ser 　Forni　bis　2ur　norLualen 　alle 　
TJebergamge

　vorhmnden
’‘
　とo

最後慣 重なる標本を顛 され砧 川1糊 氏に廱射の意を表す る・

　（5） 日本内地 産唯
一 の ク ビ ナ ガ カ メ 厶 シ 科 ffenieoeephalidae．

の 椿象に 就て 。

　ク ビ ナ ガ カ メ ム シ 科 Henicocephalidae は今 日 まで t 口本 内解と臺灣 とか ら

各
一
種つ つ 知 られ て ゐ て 、臺灣産の ク ピナ ガ カ メ ．ム シ HefzicecePltaltts　ceglari “

WAm 〈ER に就ては 、私が嘗丁逑べ た こ とがあ るが 〔へ 内地産の ffe7ticoceP（talits
』

le・te，tsi　DiSTAr　T に就て は 、 未ナ三本邦の書籍 に載つ ナこ こ とがな い 樣なの で ・こ

こに圖 と記載 とを發表 して 、諸賢の この昆 蟲に對す る御注意を御願ひしtaUL

と思ふ 。

ffeiiicocePlealus　leferisi　D 　ISTANT ， 1903

　　　ヒ メ ク ビ ナ ガ カ メ ム シ （新稱）

（
1
｝　D 三eRh ）m

〔laoten　Livlands ，　i，　p．404，1S60
：

〔
2
｝ R ・ v，d’Ent．，タii，　P・2。0．1SSS・

（
3
〕 Ann．　k　k．　Naturhis．　Ho 感mu   xii，　p．127−230， ヒab ．　iv呻i  18C　7．

（
4
丿 璧灣博物學會 々 報 ，

x 董i
，　P・56・1922・
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−・ lie］ti・a・elo ／attts ・ ♂・魏 ‘DISI−．NNT
，　 Ann ・S… E ・ t・ll・ lgiquc

・　
xlvii

・ P・53 ・エ903・

　彊は頗る扁卒で 、 且 細長 く、頭部は著 し く長 く前 方に突出 し、 肢 は通常で

あ るが、蘭肢は稍 々 太 く、翅 は獨韮す る も、戴質で ，角質部 と膜質部との 區

別な く、｝賑は頻 る顯著で ある 。 艦長 5，5mm ．前胸11囁 1．3m，

　黴 ま一
樣に 淡謁 色で 、肢、翅 な ども全く同 じ色を呈 し 、 多 少の 濃淡 がある

の みで 、 頭部は 少し く濃色 ． 複眼は 黒碣色を呈 する。

　頭部は頗る異形 を呈 し、 細か き剛毛を密生す。 頭 蹈は 前方に 銚 く突 出 し v

buccula は その下方よ り頭楯の先端 を越 えて 前方に突 出す る 。 頭部背面は中

央 よ り少 し後方に て深 く縊れ 、 前 三隅よ正中線に 沿ひて 少 し く隆起 し．前方は

、そ の幅著 し く独 くなりτ 、 頭旙を形戊す 。 後 ∫1ミは殆 ん ど球 彰を な し、正中線

に沿ひて顯著なる11］陷腺あ り、闘毛の密生特に多 く、 後端に於 て は
一暦密に 一

して 、 且剛毛の先端は稍 々 鉤｝伏に 曲る
。 複眼は顯著に して 球形に近 く．稍 々

聚限式に て 、 頭部の縊れた る部分に位置す。
呈旦眼は 頭の 微三ド、 縊 れ よ り後方

に位 置 し，少 し く側方に 向 く。 觸角突起 （antcnniferous 　tubercle ）は 顯 著に し

て 、 著 し く側 左に 突臓す 。 觸角は 長 く、四館 よ りな る、第 一節は頗 る短 く且

太 く、幅よ りも僅かに長 し、 第二節は

第
一節の二倍 を超 え、先方 の方少 しく

太 くなる．第三節は長 さ第二節の凡そ

二 倍に して 、且 これ よ り遙 かに細 く、

先端に向っ て 次 第 に 長 き剛毛を騫生

す 、 第四節は第二 節の凡 そ三分の 二の

長 さを有 し ． 略 々 紡錘形を呈 し 、 剛毛

を密 生す。

’IP吻は太 く且 短 く、複限 〔p
前縁に逹 するの み、外觀三節よ りな り、

第一節は短 ≦、 第二節最 も長 く、、先端

に 向つ て少 しく細ま り、 第三 節は頗る

・
短小なり。 前胸背も亦頗 る奇形を呈 し、　 Fig．2，紐 跏 ‘脚 ，如 9elvtSi　D 【STANT ．

前方は幅頗る挾 く、 後 方ビ向 つ て 、著　　　　 ヒ メ ク ビ ナ ガ カ メ ム 軽

N 工工
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し く嫉がる 、 繭方の幅狹き部分は 、深き溝を以て襟1伏に嘔劃せ られ 、 齣鯏方

に 向ふ 一對の 角1伏突起 を有す 。 その 後方に又 これ と扣 似たる 角状突起 及稍 不

規蝌な る瘤駄突起 各一對を有 し、 この 中央に正中線に沿
「

ひて深 き凹陷線を有

す 、後 三1≧は著 しく幅廣 くな り、 後部の側縁は略 々 卒行 、 後縁は中央に て尖端

をな して 、顯著に 前方に 向 つ て彎入 す．これ等の縁は多 少隆起 せ る椽をなす 。

小楯 阪ほ判然せ る も、 その 輪廓不鵯然に て 、 後縁は圈 味を帶ぶ 。 牛翅鞘は稍

々 厚 き膜質にて よ く發逹 し、草質部及 膜質部の區別な し、蹶は頗 る よ く判 然

し、中脈 と第一肘脈 との閥に二個の繊振を有す 。 肢は あま り變化せ ざる も、

稍 弼弔なり、 繭肢に於て は 、腿 節と脛 節と略 々 等長、跚節は
一節にて叛る短

く、 そ の先端に彎曲せ る弧 大な る 一爪 ありて 、 補獲岐を形成す 。 中肢 と後肢

乏は略 々 同樣な る も、 後者 の 方前者 よ りも長 く、 ヌ脛描 は腿 節よ りも長 し、

蹄 轍 よ二 節 よ りな る も ． 第一節は頗 る短 く，一見唯一節 よ りなる如 く見 え、

二 爪 あり。 腹部は細長 き頗 る扁 三Fな る舌牀をな し、接 合板は 牛翅鞘に被はれ

て 、 遞常の位置にては 上方 よ り見えす 。 腹面に て は顯著な る 六 個の腹節と 、

著 しく短小な る生殖節とを見 る ）

　 こ の種は 木邦に て は極 めて 稀なるが如 く．私は十餘 年間米だ一頭 も綵集 し

テここ とがな い 。 私 の自身醗究 した標本は L 。ndon 　O） British　MuS 黛um ．に存す

る D 【ST ＾NT の タ i プ（LEW エs 探渠、産地不明）の外に下記の 三標本で 、 これ等

は何 れ も私の所藏品 で 、且 私の 知 つ て ゐる標 ・ドの 全部であ る 。

　　　　 1X （〜）　播磨産、探 集時不明 、 井口宗 三F一氏探集

　　　　 1 書　　 ．　 岐阜産 、
工9工9 年六月 七 日 、 竹内吉藏氏綵集

　　　　 1 ♀　　　 孀 岡産 、
1928 年七 月八 日 、 安松京 三氏探集

　元 來こ の屬 の カ メ ム シ には蚊の 如 く 、 多數室中を群飛する性質の ある もの

があ つ て 、私 も上記 の Uenrtoee？Aaltts・　 cellat
’is　WATLKER に就て 毫灣に て 、 こ

の習性を觀察しt： ことがある が．本種は上記 の如 く頗る稀品で 、氷だか くの

如 く、

一時 に多數の個體の 觀 察された こ とがない 。

・ ・　 ．

　最 後に貴重なる標本 を恵與 された竹内吉蔵 、 安桧京三の 二氏に感謝の意を

表する 。 　　　
’
　 ピ
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　（6）美麗なる臺灣産マ キ バ サ シ ガ メ の 一種に就て 。

　上記の表題の下 に記 さ うとす る カ メ ム シ は べ ニ マ キ パ サ ン ガ メ （新穩）Ari一

舌ぬ澀 〃，M ξ鮮 ‘ど〜‘々 ‘5　ScUuMAc肥 R であつ て、1・914 年に記載 され た もの で SAUTER

が盗灣南部の鳳山にて採集せ る樵本に基 くもので 、 まだ本邦の書籍 に記録さ

紘 膜 麗種なの で 、
　コ・・1［・

．
の 釧 勿剛 勿館 （Z・。1。gi・ch ・・ MuseUm ）腑 齣 タ

’
イ

’
プに基い て 、 ．こ こに囮説ナる こ とと した 。 この Arisfovtabis　とい ふ 騰は元

來鮮 」
・
嬲 特φ屬で

、
・bo9年 R ・u

’
rE ・ 及 P − ・ に より〃 タ ヴ・ 幢 の

一

xr・1
’9　A ・・stonabls 　pr2gclier　REuTmk　e ・ ・一 ・ 襟 式秘 しτ鰍 せ られ ・後

i二 S 。＿ u ・
・IER （19均 壱謹 灣及 ボ ・・ 材 よ り、 叉 B ・・G ・ ・T ・・ （19・S）CS・i ン ダ

ナ オ及 ル ソ ン よ り夫 々 各
一
種を記載 し、現在では合計五種 知 られ て ゐ る 。 何

れ も稍 々 扁李な朱紅色 と黒色 との斑點を有 つ た美麗種で あ る。　　　　　　　一

　　　　　　Arigienabis♂ゆ 伽 妬 ScHu　MACHER
，
1914

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ベ ニ マ キ バ サ シ ガ メ

”
A ・i・t・・isafiis　 ete．cra’tttltts　S・・ UM ・ C・ 皿 ，　E ・t・　 llunds⊂h・，　 xxxi ・　p・

’79・　19141　 E ・A．KI ・　Ann
・

　　 Mu5 ．　Nation ．　Hungar ．，　xxlv ，　p．169
幽 1926．

　體は細長 く、 本紅の もの と．して は 智し く幅廣

’
く．前胸背後部以下 は體擲1殆

ん ど竝行 す 。 背面 は扁 ZF な る も 、 腹面は相當に凸 出す 。 體長 、♀ 6・5thin・前

胸幅 2・5mm ・

　色彩は大體朱紅色にで、
：黒色の斑紋多 し。 頭部は 朱紅色 、

層
複眼及 單眼は嗜

褐色 、 觸角第一節は朱黄色 、第ゴ節は黒褐 色 、 第三及第四節は唔黄色を呈す 。

臼吻は朱紅 色な る も．末節は唔色を帶ぶ 、 前胸 苜は朱紅 色なる も、 前縁は黒
　　　’

I

色を呈す、
’
小楯板は全部黒色。 孚翅鞘は革質部 の基部の 牢分及 そ の先端 、 爪

舷部の基部の 三 分の二は朱紅色にて 、殘 りの部分は黒色、膜質部は黒色な る

もL
』
基部の革質部 と連 る部分は淡黄褐色を呈す 。 蘭胸 F面は 朱紅色 、 中胸及

後胸下面は黒色弘肢は 歪部朱 紅色なる．も、 特 に脛節及附節t
’
：は黄色の長｛密

生す。 爪は黒色 。 腹部は背腹兩面共 に朱紅色．第五 及第六 腹節下面の兩側、
　　　　　　　　　つ

及生殖節には不規則なる黒斑 あ
’
りU ・　

”
　 ∫　　

’
．「』

1：

　體 至體（孚翅鞦の膜質都を除 く）に艮剛毛 を密生す L6
「＼　

』tt．

小
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転

・ノ

　。　　 Fjg・3・！fノ塀 曜 σ 腑 ’璽 濡 ’吻 傭

　 　 SCHUM 点CHER ，　ぺ ＝ マ キ バ サ シ ガ メ

　 の長 さを有す 。 前胸背は長毛の密生特に著 し く、 前縁は後縁に比 して著 しく

　 幅鋏 し、略ニ ケ所 に於 て織れ 、繭端 は細 く，稍不顯 著な る襟牀をな し、」又中

　来部に て縊れ且少 ．し く後方 に 向 つ て彎曲せ る淺き溝をなす ． 夂 正 中線に 沿ひ

　幽か な る縱の 凹陷ある も 、 長乖の爲に
一
辰不 明瞭 とな る。 小 楯阪は 略倒三 角

　形をな し、側 透は少 しく轡曲 し 、 表面 は年な り。 牟翅鞘は よ，く發逑 し、その

　 先端 は僅かに腹端 より突 出す 。 革質部及爪状部には長毛を叢生 し、 且明暸に

　膜質部よ り分離 し
吃 膜質部には 毛を缺 く。 革質部は 前縁（c。 stal 　margi ．n ）に1

　 は孚翅幣の長 さを占む る も、面債は膜質部に比 して頗 る小な り。 肢は何れ も

　 相似たる も．・前腿 衛は他の腿節に比 して特に 太 く、叉内側の 中央 よ り少 しく

　 末端に近 く、
’
．彊大な る棘状突起 あり。 中腿節は先端に近づ きて 組まる 。 脛節

iL’は腿 節よ
．
り著 しく

’
細 く、 前肢に於 ては先端にて扁孕 となる。 1坿節は三節 より

　な り、頗る細 く、爪は 細 く且 長 し。 ．腹筋は正常に して 、．腹面各節の後縁に滑
’

1 ・ひて特に長 き毛を密隼す 。

　　上 記の記載及圖は SAロ Ek に よ01910年一月 i 鳳山に て探集された ♀に よ

　 つ て作つ 仁 もの で ある 。

・’．

　 頭 部は 頻る短 く、 長 さは幅 の二倍

に邏せ す・觸 ftlは絲状、節
一

及第二

節は 略同 じ大 さにて 、 第三及第四篩

は こ の二箇 よ りは遙か に細 し、第一

侮は最 も短 く、第二 笳は最 も畏 く第

一節の 二 倍 ‘ドに逑 し、第三 篩は第二

節 より短 く 、 第四節は第三赭 よ り少

　しく短 し。複限 は 孚球 Sl犬、 前川匈背に

接 せ す 。 單眼は複眼の 後縁を連ねた

る線に接 して位置す 。 口吻は長 く、

比 皎的矧 く且長 く、中胸部の 中央に

、逹 し、第一芦桝よ短 4丶 ．第二 節は最 も．

長 く 、 その先端は 萠基節の 繭縁に邃

す、第三 節は第二節の 凡 そ四分の 三

専
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